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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第47期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第46期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 3,928,504 14,705,793

経常利益 (千円) 129,364 428,324

四半期(当期)純利益 (千円) 69,744 187,242

純資産額 (千円) 3,678,047 3,627,310

総資産額 (千円) 8,329,413 8,273,754

１株当たり純資産額 (円) 768.87 758.34

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 14.62 39.24

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─

自己資本比率 (％) 44.2 43.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 370,193 △35,821

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 44,858 66,221

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △315,680 68,213

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,094,284 1,994,093

従業員数 (名) 1,249 1,249

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 1,249〔 1,660 〕

(注)　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は〔 〕内に平均人員（１日８時間換算）を外数で記載しておりま

す。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 1,035〔 1,604 〕

(注)　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は〔 〕内に平均人員（１日８時間換算）を外数で記載しておりま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

該当事項はありません。
　
　

(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績は、次のとおりであります。
　

項目 受注高(千円) 受注残高(千円)

建築物総合サービス事業

　　その他（営繕工事）
146,218 68,172

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

項目 売上高(千円) 構成比(％)

建築物総合サービス事業 3,801,070 96.7

　　清掃業務 1,451,815 37.0

　　設備保守管理業務 558,445 14.2

　　警備業務 242,086 6.2

　　工営業務 619,097 15.7

　　その他 929,624 23.6

ホテル事業 65,261 1.7

その他の事業 62,173 1.6

合計 3,928,504 100.0

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間の当社グループの業績は、一定の既存契約の解約や減額はあったものの積

極的な営業展開の継続により例年を上回る新規契約の獲得があったことに加え、子会社において臨時業

務の受注が多かったこと等により、売上高は増加基調を保つことができました。また、売上原価につきま

しても対売上高比では計画未満の水準に抑えることができました。

以上により、連結売上高は39億28百万円、営業利益は１億10百万円となりました。

また、保険解約益５百万円等により経常利益は１億29百万円、投資有価証券売却益９百万円等により四

半期純利益は69百万円となりました。

　

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

(建築物総合サービス事業)

当第１四半期連結会計期間の建築物総合サービス事業の売上高は、一定の既存契約の解約や減額は

あったものの例年を上回る新規契約の獲得があったことに加え、子会社において臨時業務の受注が多

かったこと等により38億１百万円となりました。

(ホテル事業)

当第１四半期連結会計期間のホテル事業の売上高は65百万円となりました。

(その他の事業)

当第１四半期連結会計期間のその他の事業の売上高は、居宅介護支援業およびトナー販売業の減少

により62百万円となりました。

　

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比55百万円増加の83億29百万円となりま

した。また、負債は前連結会計年度末比４百万円増加の46億51百万円となりました。なお、仕入債務や前受

金の増加等により流動負債は２億36百万円増加し、長期借入金の減少により固定負債は２億32百万円減

少しております。

純資産は前連結会計年度末比50百万円増加の36億78百万円となりました。これは、主として、四半期純

利益69百万円、前期末に係る配当金23百万円、その他有価証券評価差額金の増加額10百万円によるもので

す。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における「現金及び現金同等物」は、前連結会計年度末に比べ１億円増

加し、20億94百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、３億70百万円の収入となりました。

これは、税金等調整前四半期純利益の１億40百万円に加え、未払金の増加額１億80百万円等によるもの

であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、44百万円の収入となりました。

これは主として、投資有価証券の取得による支出66百万円および投資有価証券の売却による収入99百

万円等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、３億15百万円の支出となりました。

これは主として、長期借入金の返済による支出３億32百万円によるものであります。

　

　

(4) 対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 13,000,000

計 13,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,812,247 4,812,247
ジャスダック
証券取引所

─

計 4,812,247 4,812,247― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年６月30日 ─ 4,812,247 ─ 654,460 ─ 635,900

　

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期連結会計期間において、大株主の異動はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　40,000

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株 4,694,000 4,694 ─

単元未満株式 普通株式　78,247 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 4,812,247― ―

総株主の議決権 ― 4,694 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。

また、議決権の数に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 
株式会社ハリマビステム

横浜市神奈川区鶴屋町
２－23－２

40,000 ─ 40,000 0.83

計 ― 40,000 ─ 40,000 0.83

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月

最高(円) 322 331 328

最低(円) 297 305 305

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レ

ビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,510,784 2,410,593

受取手形及び売掛金 1,754,802 1,706,695

未成工事支出金 40,935 24,414

貯蔵品 18,940 17,646

繰延税金資産 73,606 98,493

その他 110,801 145,230

貸倒引当金 △651 △653

流動資産合計 4,509,220 4,402,420

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 634,959

※１
 642,359

土地 554,912 554,912

その他（純額） ※１
 16,891

※１
 15,513

有形固定資産合計 1,206,763 1,212,785

無形固定資産

のれん 94,412 98,043

その他 41,971 43,275

無形固定資産合計 136,383 141,319

投資その他の資産

保険積立金 935,621 930,504

繰延税金資産 123,587 138,634

その他 1,500,674 1,558,330

貸倒引当金 △82,837 △110,240

投資その他の資産合計 2,477,046 2,517,229

固定資産合計 3,820,193 3,871,334

資産合計 8,329,413 8,273,754
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 556,592 479,001

短期借入金 1,558,587 1,620,882

未払法人税等 42,075 88,031

賞与引当金 120,881 187,027

受注損失引当金 15,814 26,040

その他 1,061,805 717,798

流動負債合計 3,355,755 3,118,779

固定負債

長期借入金 906,509 1,139,512

退職給付引当金 233,545 232,596

役員退職慰労引当金 97,905 97,905

その他 57,650 57,650

固定負債合計 1,295,610 1,527,665

負債合計 4,651,365 4,646,444

純資産の部

株主資本

資本金 654,460 654,460

資本剰余金 635,900 635,900

利益剰余金 2,336,325 2,290,437

自己株式 △13,542 △13,107

株主資本合計 3,613,142 3,567,689

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 52,848 42,781

為替換算調整勘定 1,445 7,792

評価・換算差額等合計 54,293 50,573

少数株主持分 10,611 9,047

純資産合計 3,678,047 3,627,310

負債純資産合計 8,329,413 8,273,754
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(2) 【四半期連結損益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

売上高 3,928,504

売上原価 3,321,670

売上総利益 606,834

販売費及び一般管理費

役員報酬 36,293

給料及び賞与 175,495

賞与引当金繰入額 25,843

賃借料 75,677

その他 182,641

販売費及び一般管理費合計 495,951

営業利益 110,882

営業外収益

受取利息 5,206

受取配当金 3,806

その他 20,100

営業外収益合計 29,112

営業外費用

支払利息 9,389

その他 1,241

営業外費用合計 10,631

経常利益 129,364

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,219

投資有価証券売却益 9,000

特別利益合計 11,219

税金等調整前四半期純利益 140,583

法人税、住民税及び事業税 36,135

法人税等調整額 33,138

法人税等合計 69,274

少数株主利益 1,564

四半期純利益 69,744
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 140,583

減価償却費 9,750

賞与引当金の増減額（△は減少） △66,145

受取利息及び受取配当金 △9,012

支払利息 9,389

売上債権の増減額（△は増加） △48,107

たな卸資産の増減額（△は増加） △17,815

仕入債務の増減額（△は減少） 77,591

未払金の増減額（△は減少） 180,418

未払消費税等の増減額（△は減少） 16,076

前受金の増減額（△は減少） 76,917

その他 69,840

小計 439,487

利息及び配当金の受取額 14,488

利息の支払額 △9,116

法人税等の支払額 △74,665

営業活動によるキャッシュ・フロー 370,193

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △66,541

投資有価証券の売却による収入 99,000

保険積立金の積立による支出 △8,627

その他 21,027

投資活動によるキャッシュ・フロー 44,858

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 37,107

長期借入金の返済による支出 △332,405

自己株式の取得による支出 △435

配当金の支払額 △19,947

財務活動によるキャッシュ・フロー △315,680

現金及び現金同等物に係る換算差額 819

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 100,190

現金及び現金同等物の期首残高 1,994,093

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,094,284
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　会計処理基準に関する事項の変更

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に

関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７

月５日）が適用されたことに伴い、評価基準について

は、原価法から原価法（収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法）に変更しております。

なお、これに伴う売上総利益、営業利益、経常利益及

び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありませ

ん。

 
　

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している固定資産の減価償却費の算定

については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期

間按分する方法によっております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　 675,044千円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額　 　667,413千円

　２　偶発債務
当社の関連会社である調和小学校市民サービス

㈱が保険会社と締結した、調布市立調和小学校整備
並びに維持管理及び運営に関する履行保証保険契
約に基づく履行保証保険金額に係る求償を受けた
場合、その求償額 13,015千円に対して連帯保証債
務を負っております。

　２　偶発債務
当社の関連会社である調和小学校市民サービス

㈱が保険会社と締結した、調布市立調和小学校整備
並びに維持管理及び運営に関する履行保証保険契
約に基づく履行保証保険金額に係る求償を受けた
場合、その求償額 13,015千円に対して連帯保証債
務を負っております。

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,510,784千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △416,500

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,094,284千円
 

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,812,247

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 42,373

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年6月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 23,856 5 平成20年3月31日 平成20年6月30日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　
建築物総合
サービス事業
(千円)

ホテル事業

(千円)

その他の事業

(千円)

計

(千円)

消去又は全社

(千円)

連結

(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

3,801,07065,261 62,1733,928,504 ― 3,928,504

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

6,429 ─ 1,444 7,874 (7,874) ―

計 3,807,50065,261 63,6183,936,379(7,874)3,928,504

営業利益又は営業損失（△） 110,652 431 △201 110,882 ─ 110,882

(注)　１　事業区分は、内部管理上採用している事業別の区分によっております。

２　各事業区分の事業内容

(１) 建築物総合サービス事業　　清掃業、設備保守管理業、警備業、工営業等

(２) ホテル事業　　　　　　　　ホテル業

(３) その他の事業　　　　　　　居宅介護支援業、トナー販売業、レストラン業、保険代理業

　

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

海外売上高は連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

768円87銭 758円34銭

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 3,678,047 3,627,310

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 10,611 9,047

　　　（うち少数株主持分） (10,611) (9,047)

普通株式に係る純資産額(千円) 3,667,436 3,618,263

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数（株）

4,769,874 4,771,286

　

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 14円62銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　　　２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期純利益(千円) 69,744

普通株式に係る四半期純利益(千円) 69,744

普通株式の期中平均株式数(株) 4,770,451

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年７月29日

株式会社ハリマビステム

取締役会　御中

　

監査法人　トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　米　澤　　英　樹　　　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　林　　　　敬　子　　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ハリマビステムの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期

間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハリマビステム及び連結子会社の平

成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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